
 

     学校だより 12 月 

令和６年 12月２日 

荒川区立 

峡田小学校 

校長 松本 典之 

学芸会を通して考えたこと      校長 松本 典之 

 先日の学芸会には、大変多くの方々にご来校・ご観覧いただき、誠にありがとうございました。

皆様のご協力のおかげで、学芸会を円滑に実施することができました。実施後のアンケートでも、

子どもたちや教職員の頑張りを肯定的に評価していただきました。子どもたちには「みんなの一

生懸命に取り組む姿が、お客さんの心を動かしたんだよ！」と伝え、子どもたちはとても喜んで

いました。また、教職員にとっても大変励みとなりました。心より感謝申し上げます。 

 校長が言うとただの自校自慢となってしまいそうですが、言わせてください。学芸会での子ど

もたちの演技は、どの学年・学級も本当に素晴らしかったです。日頃より集会や行事等で寸劇や

コントを自らすすんで行い、「演じる」ことが大好きな峡田っ子ですが、今回の学芸会では、個々

の豊かな表現力を、一つのまとまりとして見事に披露してくれました。 

今回の学芸会も、学芸会プロジェクトの子どもたちを中心に、子どもたち自身で考え工夫し、

自らの手で作り上げる学芸会を目指しました。各演目での自分たちの演技や構成を工夫したのは

もちろん、学芸会のスローガン「唯一無二の全力の笑顔がかがやく峡田っ子 ～一人一人のかが

やく学芸会～」を考えたのも、幕間でお客さんが退屈しないようにコントやクイズを考えたのも、

全て子どもたちです。また、アナウンスや舞台セットの交換等も子どもたち自身でやり切りまし

た。子どもたちの主体性をいかんなく発揮した、峡田小らしい学芸会になったと思います。 

 陰で支える教職員には、子どもたちが考えたスローガンの他に、教職員が共有するある目標が

ありました。それは、学芸会委員長の先生が考えた「（教職員ではなく）子どもたち自身が達成感

を味わい、子どもたちの成長につながる学芸会にする！」というものです。その実現のために教

職員もそれぞれの立場で努力を重ねました。学級担任の演技指導、音楽の先生の歌唱指導や図工

の先生の道具づくり指導、学校司書の先生が関連する本を集め、栄養教諭の先生が給食に学芸会

メニューを考えました。日本語教諭、支援員、補助員、介助員の先生方も、子どもたち一人ひと

りの特性に応じた指導・支援を根気強く行い、用務主事さんや事務主事さんも裏方で会を支えま

した。「チーム峡田」として教職員が協力して子どもたちを支え、子どもたちと一緒に峡田小が一

丸となって目標を目指す姿は、見ていて感動的ですらありました。 

学芸会のような学校行事では、関わった全ての子どもそれぞれにドラマが生まれます。台本を

もらったその日からストーリーが始まり、様々に思い、考え、悩み、クライマックスを迎えます。

全てが上手く進んだ子ばかりではなく、やりたい役ができなかった子、緊張で声が出なかった子

もいたことでしょう。一見「失敗」と思えるドラマのストーリーも、その後、その「失敗」をど

のように考え価値付けるかで、それは「失敗」ではなくなり、「成長の種」となります。一人ひと

りのストーリーを振り返り、自分が何を感じ、どんな成長があったのか、そして、その成長をこ

れからの生活にどうつなげていくかを、しっかりと考えくれたら嬉しく思います。 

学芸会が終わり、12 月となりました。１年の最後の月です。子どもたちと２学期のまとめをし

っかりと行っていきます。保護者・地域の皆様には、令和６年も本校の教育活動に多大なるご協

力をいただきましたこと、改めて感謝申し上げます。よいお年をお迎えください。 

 

～自分で考え 友達と一緒に活動し 振り返りのできる子～ 



 

 
日 曜 行事予定（）内は学年、学級 

1 日  

2 月 
全校朝会 保健指導日 給食指導日  

書初め出前授業(34) 

3 火 
B 時・個別指導日(2~6) 区学力調査(1) 

意識調査(全) ひまわり５時間授業 

4 水 
縦割り班集会 安全指導 ４時間授業 

スマイルネクスト 

5 木 クラブ活動 

6 金 遠足(12) 

7 土  

8 日  

9 月 
全校朝会 JICA 出前授業(6) ひまわり５時間授

業 

10 火 B 時・個別指導日(2~6) 社会科見学(5) 

11 水 
避難訓練 放課後プログラミング教室(45) 

スマイルネクスト 

12 木 
お楽しみ集会  

代表委員会・プロジェクト（12 月） 

13 金 ひまわり５時間授業 

14 土  

15 日  

16 月 校内研究のため特別時程(13:05 下校) 

17 火 B 時・個別指導日(2~6) 

18 水 ひまわり４時間授業 スマイルネクスト 

19 木 児童集会 校外学習(ひ) クラブ活動 

20 金 児童集会 ５時間授業 

21 土  

22 日  

23 月 全校朝会 ５時間授業 

24 火 
B 時・５時間授業 14:20 下校 

マーチングバンド引継ぎ集会 

25 水 終業式 給食終 

26 木 冬季休業日始 

27 金  

28 土  

29 日  

30 月  

31 火  

皆がにこにこ合同遠足 

ひまわり学級 松下夏子 

11 月１日（金）に区内の５つの特別支援学級

合同の遠足（船橋アンデルセン公園）に行って

きました。外出が大好きなひまわり学級の児童

は、バスの車内から気分は絶好調で、車窓から

線路や電車が見えると大歓声でした。 

雨の予報が覆り、最高の遠足日和になり、他

校の児童と一緒にキャンドル作りやジャンケン

列車を楽しみました。高学年は全体会の司会を

したり、始めの言葉を述べたり、班長として班

をまとめたりと大活躍でした。また、大きな固

定遊具や本格的なアスレチックにチャレンジ

し、秋の空気に包まれながら弁当を食べ、盛り

だくさんの一日でした。 

当日を迎えるにあたり、９月に第六瑞光小学

校で名刺交換ゲームや○✕クイズ等の交流遊び

を行う事前交流会に参加しました。また、一人

ひとりが「友だちを 10 人つくる」「自分から遊

びに誘う」等のめあてを立てたり、集団行動の

約束やマナーを確認して練習したりすること

で、楽しく仲良く、そして笑顔いっぱいの一日

を過ごすことができました。 

５年生 救急入門コース 

養護教諭 五十嵐 汀 

先日、登校サポートスタッフの大学生２人に

おすすめされ、現在放送中の、保健室を舞台と

した某ドラマを見ました。保健室の先生役は今

をときめく麗しい俳優さん。こんなのを放送さ

れたら商売上がったり・・・と、いたたまれな

い気持ちになりつつ、見進めていくと、第２話

で、小学６年生が一人で下校中、倒れた人を発

見し、泣きながらも AED を操作し救助するシ

ーンが、約１０分間ワンカットで流れました。

傷病者発見から応援要請、１１９番通報、心肺

蘇生法、AED の使い方までの流れが実際に近

い描かれ方をされており、驚いたと同時に感動

しました。 

さて、１２月１７日に荒川消防署警防課救急

係の方に来ていただき、本校５年生が心肺蘇生

法の講習を受ける予定です。 

はじめからドラマのようにはうまくはいかな

いかもしれませんが、自分事として考え、行動

することができる機会にしてほしいです。 

今回の講習を救急救命の学びのスタート地点

とし、いざというときに勇気を持って行動でき

る人になってほしいと思います。 


